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ました。
【対策セミナーの活用】
春季セミナーを会場で、直前対策セミナーはオンラ
インでそれぞれ受講しました。勉強時間に制約の有る
場合は、セミナー受講を知識の整理の機会に活用する
と良いと思います。幸い、両セミナー共に休日に開催
されています。結果的には会場でセミナーに参加して
学んでしまった方が、隙間時間にオンラインで断片的
に学習するより効率的に学習出来た印象です。
【貿易実務】
テキストの読み込み以上のことは出来ませんでした
が、貿易実務経験の有る方であれば、テキスト・セミナー
受講以上のことは手を出さなくても対応可能なように思
います。
【国際マーケティング】
こちらもテキストの読み込み以上のことは出来ませ
んでしたが、十分対応出来ました。中小企業診断士の
「企業経営理論」の知識が有ると対応し易いように思い
ます。
【貿易英語】
テキストの読み込み以上のことは出来ませんでした。
実務で英語を使っている方であれば、貿易英語対策に
余り時間を割かなくても対応出来るように思います。
作文の配点が大きいようなので、知識問題の回答を早
めに終えて、作文に時間を割けるようにすると、得点
を狙い易いように思います。
【二次試験】
事前に提出した小論文の内容を更に肉付けして説明
出来る準備をして臨みました。面接は、経歴について
の説明に続いて、小論文の内容についての質疑を受け
ました。トリッキーな質問も無く、普段考えているこ
とを率直に回答した次第です。AIBA理事3名の方々が
面接官で、フレンドリーな雰囲気の中で面接が実施さ
れ、好感を持った次第です。

◆関　史郎（東京　＃957）
貿易とは縁の薄そうな群馬県の田
舎町出身です。

2021年に商社勤務を定年で卒業
し、現在は個人事業主として東京商
工会議所の専門指導員や行政書士と
して活動しております。
専門分野は、“機械畑”になります。商社勤務の前半
は主に四輪車・二輪車・一般機械類・同部品・設備等
の輸出や三国間取引、後半は現地事業体の立ち上げ・
早期黒字化・撤退等に携わって来ました。
駐在経験は返還前の香港・マカオのみですが、貿易
取引や事業運営はアジア各国・中東・欧州・アフリカ・
豪州・中南米と比較的広範囲に取り組んで参りました。
現在は、東京商工会議所で中小企業の皆さんの海外

展開支援を行っており、その活動の中でAIBAさんを知
りアドバイザー試験に挑戦する機会を得ました。
日本の事業所数の99％超が中小企業や小規模事業者

と伺っており、日本を元気にする為にも、それらの皆
さんの海外展開に協力出来れば等と考えております。
そうは申しましても、貿易実務から離れて随分経ち
ますし、仕事の仕方や環境も大きく変わって来ている
ようです。現役の頃でさえ「L/C」の実物を見たこと
が無い商社パーソンも珍しくなくなっていましたが、
昨今ではDXにDIやAI等々もう一度現状に沿って勉強
しなければ、などと頭を悩ませております。
どうぞ皆様、ご指導の程お願い申し上げます。

◆高橋　泰行（広島　＃958）
この度入会させて頂きます高橋泰
行（64歳）です。地元は広島県福山
市で、現在福山市で勤務しています。
大学卒業後三菱重工業に入社し、
初任の3年間経理での原価計算に従
事後は一貫して営業に従事しまし
た。担当した製品は製紙機械プラントを20年、産業用
発電プラント（ボイラー・タービンと制御装置）を10年、
および新聞輪転機を3年、また三菱重工退職後勤務した
広島県内のメーカで熱交換器を4年間です。当初は国内
営業のみから輸出営業に移るも、その後管理職になっ
てからは国内・輸出の両方に従事しますが、輸出に関
してはプレイングマネジャーとして自ら顧客・案件を
担当してきました。
輸出での営業担当の業務は、個別案件の引合い対応
から受注交渉（価格ネゴ）・契約交渉（契約書の作成・
交渉）、納入迄のフォロー（輸出関連法規対応含む）、
代金回収やクレーム対応に加えて、新規顧客や市場の
開拓・協業パートナーとの連携管理などほぼ何でもす
べて行いました。
この間完全な海外駐在はありませんが、タイで製紙
機械プラントのアドミとして2年間、イタリアのパート
ナーと欧州（特に北欧）での拡販を4年間、また新聞輪
転機の拡販でインドに1年といずれも通算年1/3強ほど
現地に滞在し活動しました。
現在の仕事は貿易業務に関係ないのですが、その嘱
託契約が近々満了後は再び何らかの形で貿易業務に従
事、お手伝いができればと思っており、その為貿易業
務を再勉強し本試験を受験しました。本協会の活動・
行事や皆様に刺激を頂いて更に知見を拡げていきたい
と考えておりますので、よろしくお願いします。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
受験前４ケ月から準備を始め、受験対策講座テキス
ト2年分を購入し、実務経験と照らし合わせながら丹念
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に読み込んでいきました。実務経験のない事項につい
ては繰り返し読み込むことで頭に入れました。

2年目も基本同様の対応ですが、準備開始は3ケ月ほ
ど前からでした。
【対策セミナーの活用】
初年度は対策セミナーは共に受講しました。テキス
トを読み込むだけでは覚えきれない事項も講師からの
説明を音声として記憶できるので有効であったと思い
ます。
ただし、2年目は共に受講しませんでした。

【貿易実務】
実務経験を思い出しながらテキストを読み込んでいき
ました。
【国際マーケティング】
実務経験ではないことがほとんどであり、テキスト
を読み込みながらネットでの検索結果も交えて覚えこ
みました。
【貿易英語】
実務経験で対応できると思い、特段何の対策もしま
せんでした。
【二次試験】
課題のレポートは、これまでの輸出業務での経験を
踏まえながら、管理者・後輩の指導者として考えてい
たことを書かせていただきました。
また、面接では面接官の皆様と雑談的な話題で盛り
上がってしまい、予定されていた項目まで話がいかず
大変申し訳ありませんでした。
従い、これもこれといった準備はしていません。

◆田中　佑典（兵庫　＃959）
大学卒業後、倉庫会社に入社し、
一貫して同社に勤務しております。
勤務15年目となり、名古屋では倉庫
管理業務に8年、通関業務に1年、輸
入手配業務に5年従事してまいりま
した。食品原料、特に雑豆やコーヒー
豆を中心とした輸入業務に携わっております。2026年
4月からは神戸へ異動となり、通関士として業務に邁進
する予定です。
私が携わる業務は、実際に貨物を扱う現場に近いこ
ともあり、コンテナ破損によるリマーク発生や他法令
違反など想定外の出来事が起こることも少なくありま
せん。状況が突然変化することもある業務ですが、こ
れまでの経験や試験勉強を通じて得た知識を活用し、
状況を整理しながら対応策を考えられるようになりま
した。現在ではイレギュラーな事態にも落ち着いて対
応できるようになり、実務と知識の両面から貿易業務
に向き合うことの重要性を実感しています。
貿易アドバイザー試験を目指したきっかけは、通関
士資格と貿易実務検定A級のダブルホルダーを目標と

していたことです。A級の学習過程で参考書に「貿易
アドバイザー」の記載を見つけ、調べる中で当試験の
存在を知りました。中小企業の国際取引を支援できる
専門家を育成する制度であること、またセミナー受講
や会員同士の交流を通じて知見を深められる点に魅力
を感じ、A級合格の翌年に受験しました。
試験内容はA級と共通する部分も多く、これまでの
学習経験を活かして合格することができました。今後
も自己研鑽を重ねながらAIBAの活動にも積極的に参加
し、国際取引に携わる企業の支援に貢献できる人材と
なることを目標としております。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
まずAIBAテキストを一通り読み、続いて実力養成セ
ミナーを視聴することで試験内容の全体像を把握しま
した。その後、各教科のテキストを読み直し、不足し
ている知識を補った上で、AIBAホームページに掲載さ
れている過去問題に取り組みました。
過去問題で間違えた箇所については、テキストに立
ち戻って確認するだけでなく、生成AIなども活用しな
がら理解を深めました。その後、新たな過去問題に挑
戦するというサイクルを繰り返すことで、知識の整理
と定着を図りました。
【対策セミナーの活用】
実力養成セミナーおよび直前対策セミナーはいずれ
も動画視聴で受講しました。事前にAIBAテキストを精
読し、不明点や理解が不十分な部分を整理した上で受
講することで、該当箇所を重点的に聴講することがで
き、理解を深めることができたと感じています。
【貿易実務】

AIBAテキストのほか、貿易実務検定A級の学習で使
用した『貿易実務ハンドブック（ベーシック版・アドバ
ンス版）』『EPAビジネス実務検定 ベーシック版』『EPA
実務アドバンステキスト』『STC Associate／ Advanced 
テキスト・問題集』（STCはA級合格後に受験）、これら
の参考書を読み返しながら学習しました。
試験問題には、参考書の内容からさらに一歩踏み込ん
だ実務的な設問も多く、十分に対策していても解答が難
しい問題もありました。しかし、基礎的な前提知識があ
れば消去法で判断できる問題も多く、幅広く知識を整理
しておくことが重要だと感じました。
【国際マーケティング】

AIBAテキストのほか、合格体験記で紹介されていた
参考書として『中小企業診断士 スピードテキスト（TAC
出版）』を精読しました。
また、『日本貿易の現状』『通商白書』『ジェトロ世界
貿易投資報告』にも目を通しました。これらは情報量
が非常に多い資料ですが、過去問題を分析すると輸出
量や市場動向などの数値に関する設問が比較的多い印



— 8 —

象がありました。そのため、重要と思われる数値を中
心に確認するよう心掛けました。
実務では扱う機会が少ない分野でもあり、学習して
も理解が浅い部分もありましたが、試験問題自体は他
の科目と比較して比較的平易であり、得点を確保する
ことができました。
【貿易英語】
英文読解対策として『速読速聴・英単語 Core1900（Z
会）』、英文契約対策として『英文契約書を読むための
基礎知識と頻出表現（ベレ出版）』、英作文対策として『貿
易実務検定オフィシャルテキスト［貿易実務英語科目］
（三修社）』を参考書として使用しました。
英語は実務で使用する機会がほとんどなく、学生時
代も特別に力を入れていたわけではありません。しか
し、貿易実務検定A級を受験する際に英検準1級を取得
しており、その際に身につけた基礎力が今回の試験で
も役立ったと感じています。
また、試験は時間との勝負でもありますので、事前
に時間配分を決めておくことが重要です。私の場合は、
最初に英作文から取り組むことで、全体を見渡しなが
ら落ち着いて解答することができました。
【二次試験】
小論文は、自身の実務で行っている内容をテーマと
して選択しました。実務で扱っていない部分について
は、貿易実務検定で学習した基礎的な知識をベースに
補足し、実務経験と教科書的知識を組み合わせて記述
しました。また、初心者にも理解しやすい文章となる
よう、専門用語の使用は必要最小限に抑えるよう心掛
けました。
面接では、自己紹介・志望理由・今後どのように

AIBAに関わっていきたいかを事前に整理した上で臨み
ました。小論文の内容についての質問や実務に関する
質問がありましたが、日常業務で経験している範囲の
内容であったため、落ち着いて回答することができま
した。

◆八野　善哉（愛知　＃960）
この度入会させていただきまし
た、八野善哉と申します。大学卒業
後、名古屋に本社を置く、試薬・臨
床検査薬・化成品・理化学機器・セ
ラミックス原料等を取り扱う商社に
入社いたしました。入社後7年間は
四日市の国内営業所に勤務し、その後名古屋本社の国
際部へ異動し、現在10年目を迎えております。
現在は主に三つの業務に携わっております。
一つ目は、フィリピンおよび韓国の陶磁器関連企業向
けに、セラミックス原料や各種消耗品の輸出業務です。
二つ目は、国内営業所からの依頼による各種製品の
輸出入および貿易代行業務です。取り扱い製品や業界

が多岐にわたるため、特に輸入規制に関する実務経験
を積むことができました。
三つ目は、国内にある外資系医療関連企業の日本法
人向けに、治験に必要な資機材を販売する業務です。
貿易業務とは直接関係はありませんが、顧客とのコ
ミュニケーションはすべて英語で行われており、実務
を通じて語学力の向上にも努めております。
貿易アドバイザーを志した動機は、貿易の魅力や可
能性を、これから海外ビジネスに挑戦される方々に伝
えたいと考えたためです。実務の中で、製品ごとに異
なる規制や手続きに対応する難しさを感じる一方、そ
れを乗り越えた際の達成感や面白さを強く実感してま
いりました。
今後は会員の皆様から多くを学び、知見をさらに深
めるとともに、実務経験を活かして貿易の楽しさを伝
えられるアドバイザーを目指してまいりたいと思いま
す。何卒よろしくお願い申し上げます。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
試験対策は約6か月前から開始し、まずは『受験対策
講座テキスト』の精読を繰り返しました。一度で理解
しようとするのではなく、全体像を掴んだうえで周回
を重ねることで、知識の定着を図りました。また、貿
易アドバイザー協会のホームページに掲載されている
過去問題はすべて解き何度も復習しました。テキスト
だけでは理解が不十分な分野については、関連書籍を
併用することで知識の補強を行いました。全体として
は「広く浅くから始め、徐々に深くする」学習が有効
であったと感じています。
【対策セミナーの活用】
私は対策セミナーを受講しませんでしたが、初学者
の方や独学に不安がある方にとっては、出題傾向や重
要ポイントを効率的に把握するうえで有益であると考
えます。
【貿易実務】
貿易実務については、『受験対策講座テキスト』と『貿
易実務ハンドブック』（日本貿易実務検定協会）を中心
に学習しました。同書は基礎から応用まで体系的に整理
されており、非常に有用でした。各章末の練習問題を活
用することで理解度の確認も行いました。また、過去に
取得した通関士資格の知識が大いに役立ち、制度や規制
の理解をスムーズに進めることができました。
【国際マーケティング】
本分野はこれまで触れた経験がなく、最も苦労した
科目でした。専門用語も多く、最初は理解が進みませ
んでしたが、受験対策講座テキストに加え、『ベーシッ
ク・マーケティング』（同文館）、『マーケティング戦略』
（有斐閣）、『グローバル・マーケティング戦略』（有斐閣）
といった書籍を繰り返し読むことで基礎固めを行いま
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した。また、『通商白書』、『日本貿易の現状』、『ジェト
ロ貿易投資報告』などの資料については、全体の流れ
や主要なポイントを意識して複数回読み込むことを心
掛けました。日々の積み重ねが理解の鍵になると感じ
ました。
【貿易英語】
貿易英語については、日常業務で英語を使用してい
ることに加え、英文雑誌である『The Economist』を継
続的に購読していたため、比較的短時間の対策で対応
することができました。本科目では語彙力と読解力が
重要であるため、日頃から英文に触れる習慣を持つこ
とが有効だと思います。例えば、一日一つ英文記事を
読むなど、無理のない範囲で継続することが力の向上
につながると感じました。
【二次試験】
二次試験では複数のテーマから小論文を選択する形
式であったため、自身の実務経験に最も関連するテー
マを選びました。記述にあたっては抽象論に終始せず、
具体的な業務経験に基づいた内容を意識しました。面
接では志望動機や小論文に関する質問が中心でしたが、
過度に取り繕うことなく、自身の経験や考えを率直に
伝えることを心掛けました。特に、自身の強みだけで
なく課題も含めて説明することで、より説得力のある
受け答えができたと感じています。

◆濱谷　徹（埼玉　＃961）
企業の研究所で微生物や発酵生産
物の研究に従事していましたが、「自
ら開発した素材を世界に届けたい」
と志願し、海外部門へ異動しました。
販路開拓からマーケティングまでを
担い、最終的に約30カ国との取引を
構築しました。年間100日におよぶ海外出張の中で、間
接貿易から直接貿易への移行、トラブル対応や地政学
リスクへの対処などを経験し、現場の最前線で貿易の
醍醐味と厳しさを学びました。
その後は管理部門にて輸出管理や海外子会社管理に
携わり、現在は内部監査の立場からリスクマネジメン
トやガバナンス体制の構築を支援しています。R&Dか
ら生産導入、海外展開、そしてリスク管理までを横断
した「製造業のバリューチェーン実務経験」が、私のバッ
クボーンです。
経営者様もまだ気づいていない商品や技術の潜在価
値を共に掘り起こし、それを世界市場で伝わる価値に
翻訳する支援したいと考え、貿易アドバイザーを志し
ました。そのプロセスとリスク管理を両立させ、中小
企業の海外展開を伴走型で支援したいと考えています。
「貴社のこだわりを、世界で“買いたい”と言われる
価値へ。」その実現に向け、貿易振興と中小企業の支
援に微力ながら邁進してまいります。皆様と共に歩み、

一助となれるよう精進いたします。どうぞよろしくお
願い申し上げます。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
基本的には幅広い分野を独学でカバーすることにな
ります。テキストの読解と、貿易アドバイザー協会
HPのサンプル問題を「完璧に解けるまで」繰り返す
ことが最短ルートです。曖昧な点を放置せず、一つひ
とつ概念を構造的に理解していくことで合格圏内に到
達できます。貿易実務の動的なプロセスについては、
YouTubeの解説動画を視覚的な理解の補助として活用
しました。
【対策セミナーの活用】
実力養成セミナー及び直前対策セミナーの受講は「必
須」と言っても過言ではありません。テキスト内容の
理解や試験傾向の把握はもちろんですが、第一線で活
躍されている貿易アドバイザーの先輩方の専門性の高
い解説に触れることで、学習のモチベーションを維持・
向上させることができました。
【貿易実務】
私自身の経験が輸出側に偏っていたため、まずは輸
入を含む全体像の把握に注力しました。テキストのキー
ワードを単に暗記するのではなく、官公庁、JETRO、
CISTEC、NEXI等の公式サイトから最新情報を取得し、
実務との紐付けを行いました。主な関連機関は協会HP
のリンク集に網羅されているため、これを活用しました。
【国際マーケティング】
国際マーケティングに関しては、中小企業診断士の
受験時に習得したマーケティングの基礎知識が大きな
アドバンテージとなり、テキストの用語を再確認する
程度で対応できました。
一方で「世界貿易動向（白書や投資報告）」について
は、より丁寧な読み込みが必要だったと反省していま
す。統計データやトレンドの把握については、早めの
着手をお勧めします。
【貿易英語】
語句選択問題と、定型表現の多い英文契約書を確実
な得点源とする方針で対策しました。語句選択問題は、
単なる英語力だけでなく、語句の正確な理解が問われ
るため、実務用語やマーケティング用語との関連を意
識して学習しました。
英文レターについては、実際に「手書き」で練習す
ることを強くお勧めします。PC入力に慣れていると手
書きは予想以上に時間を要します。
時事英語対策には、ニュースを通じた国際情勢の把
握に加え、生成AIによる特定トピックのキーワード整
理が効果的でした。
【二次試験】
小論文は、冗長にならないよう意識し、論理的で読
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みやすい構成を心掛けました。
面接試験では、提出した履歴書と小論文を基づく質
疑を予見し、自身の専門性（R&D、リスクマネジメント、
ガバナンスの知見）をどのように貿易支援に活かせる
かを整理しました。また、貿易経験の少ない中小企業
経営者様を主な相談者として念頭に置き、専門用語を
避けながら、具体的かつ実行可能な助言として伝える
ことを意識して、そのような「相談者視点」でのシミュ
レーションを行い試験に臨みました。

◆福地　祥晃（岐阜　＃962）
前職のイビデン株式会社のグルー
プ会社において、シンガポールおよ
び中国向けの建築資材の海外販路開
拓に携わってきました。現在は、公
益財団法人岐阜県産業経済振興セン
ターの海外展開コーディネーターと
して、県内中小企業を対象に、年間70件以上の海外展
開に関する相談対応を行っています。
支援機関での海外相談業務を通じて、日本企業を取
り巻く環境が、円安の進展や新興国の台頭、ITの進化
により劇的に変化していることを実感しています。こ
れらの変化は脅威である一方、大きな機会でもあると
感じています。
そのため、支援する立場にある私自身も、環境変化
に迅速に対応できるよう、先人の知恵や経験、そして
正確な外部情報に常にアクセスできる環境が必要だと
考えました。AIBAにおいてネットワークを広げ、より
質の高い支援につなげていきたいと思い、受験を決意
しました。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
試験対策としては、AIBAの受験対策テキストを繰り
返し読み込むことを重視しました。常に持ち歩けるよ
う、テキストを分冊化（貿易実務を3分冊、国際マーケ
ティングと貿易英語を各1分冊）し、隙間時間を活用し
て学習を進めました。
【対策セミナーの活用】
地方在住のため、対策セミナーはオンライン録画で
受講しました。会場受講であれば、他の受験者との情
報交換や、優秀な方々から刺激を受けることができ、
モチベーション向上につながる点で有益だと思います。
一方で、オンライン録画は短時間での視聴や繰り返
し学習が可能であり、隙間時間を有効に使える点が大
きな利点です。ただし、セミナーの進行スピードは速
いため、事前にテキストを十分読み込んでいないと理
解が難しいと感じました。
【貿易実務】
貿易実務は出題範囲が広く、慣れない専門用語や類似

した略語も多いため、当初は戸惑いました。インコター
ムズ、安全保障貿易管理、輸出入業務、信用状取引など、
重要な分野が多岐にわたります。テキストだけに頼らず、
インターネットも活用し、不明点は時間をかけて一つひ
とつ理解するよう心掛けました。
【国際マーケティング】
私は中小企業診断士の資格を有しているため、マー
ケティング理論については改めて学び直す必要はあり
ませんでした。しかし、世界貿易統計は範囲が非常に
広く、学習当初は難しさを感じました。そこで、経済
産業省、ジェトロ、財務省が公表している貿易統計資
料をダウンロードし、各種グラフやデータから何が読
み取れるのかを主体的に考えることで試験対策を行い
ました。
【貿易英語】
日常的に英文の法律文書や契約書を読む業務に携
わっていない方にとっては、貿易英語は特に難しく感
じる分野だと思います。私自身も、最も時間がかかる
と感じた科目でした。そのため、まず貿易実務と国際
マーケティングの理解を優先し、多少分からない単語
があっても文脈から推測できる力を身につけるよう努
めました。
また、ビジネスレター対策としては、貿易実務検定
の貿易英語テキストを購入し、模範的な文章に近づけ
ることを意識して練習しました。
【二次試験】
小論文については、前職での海外取引における失敗
経験や、現職の支援機関での相談事例をもとに、記載
すべき項目を整理して執筆しました。その際、一次試
験テキストに登場するキーワードを意識的に盛り込み
ました。面接では、志望動機やこれまでの経歴・経験
について、試験官の方々とリラックスして会話をする
形で進み、気が付けば終了していました。私自身は、
特別な二次試験対策は行いませんでした。

◆穂積　洋一（神奈川　＃963）
このたび入会いたしました穂積と
申します。よろしくお願いいたします。

1985年に新卒で重工メーカーに就
職し5年ほど国内営業を担当しまし
たが、海外事業に携わるという希望
をかなえるため海外業務担当者を募
集していたゴム関連企業へ転職し、以来35年にわたり
海外（アジア・中央アジア・CIS・西欧・中欧・東欧・
アフリカ・北米）の鉱山・建設・産業・港湾等のイン
フラ市場向け製品の輸出業務に従事しております。
その間、シンガポール・米国・中国の現地販社に12
年ほど駐在し市場調査・顧客開拓・アライアンス構築・
長期供給契約締結・現地マネジメントを経験いたしま
した。現在は再雇用としてアジアの代理店市場向け輸
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出を担当しながら若手社員に対するサポートを行って
おります。

60歳の定年を迎えた際「体が動くうちは社会に貢
献していたい」と考え、自分に何ができるか振り返り
ましたところ、自己の経験から「日本の中小企業の持
つ優れた製品・技術の海外展開のお手伝いができるの
ではないか」との思いに至り、いろいろと調べる中で
AIBA認定貿易アドバイザーの存在を知り受験を決意い
たしました。これからはAIBAでの勉強会を通じて更な
る自己研鑽に努め、相談者に寄り添いつつ適切なアド
バイスができる貿易アドバイザーになることを目指し
て参ります。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
5月上旬より貿易アドバイザー試験に向けホームペー
ジの過去問にチャレンジし始めたところ、今の自分の
知識では太刀打ちできないことを理解し愕然としまし
たので、2024年度『受験対策講座テキスト』（AIBA）・
『実践貿易実務』（ジェトロ）・『貿易実務ハンドブック』
（アドバンスト版）を読み込み、ノートに整理し各事項
の理解に努めました。すると徐々に理解度が上がり過
去問の正解率が上がってきましたので、受験前までに
AIBA講座テキストを3回は精読し理解を深め、知識の
抜けが無いよう心がけ試験に臨みました。
【対策セミナーの活用】
一次試験は広範囲な知識を問われる上、自己学習だ
けでは網羅・理解しきれない部分が多々あるので、実
力養成セミナー・直前対策セミナーはいずれも聴講し
講師の方々の説明と自己の理解に齟齬がないか、抜け
が無いかを確認いたしました。対策セミナーに参加す
ることで「自分が不得意とするエリアの理解を深め」、
「自己学習では見落としがちなポイントの気づき・理解」
ができるので、試験の基礎点を確実に得るためには受
講は必須と思います。
【貿易実務】
代理店向け輸出では船積み～代金回収までが責任範囲
のため、輸出業務の流れは理解していたつもりでしたが、
いざ学習を始めると「知らないことや誤って理解してい
た点が多々あること」に気づきました。特に外国為替・
通関・船積みに関しては自身の直接関与はないため、初
心に立ち返り正しい知識・基本を理解するよう心掛けま
した。
【国際マーケティング】
現在取り扱う商品が生産財（B2Bアプローチ）です
ので、全く経験の無かった消費財マーケティング学習
では初めて聞く言葉がたくさんありましたが、実生活
の裏で行われているマーケティング手法を学ぶことが
できとても新鮮でした。一方、試験本番では貿易白書
等の設問が予想以上に多く、この分野の事前学習・資

料読み込みが全く足らなかったことが反省点です。
【貿易英語】
普段の業務で英語を使うため特段の準備は行いませ
んでしたが、受験を決めてからはネットで英文記事・
ニュースを閲覧し今世界で起きていることを確認して
から試験に臨みました。
【二次試験】
「初めて海外への輸出を検討している。どのような点
に注意して進めたらよいか。」という課題を選択し、自
己の経験から輸出アドバイス、注意点（リスク認識・
回避策）、契約締結の流れ、代金回収等を整理し提出い
たしました。面接では自己紹介・AIBA受験の動機を聞
かれ、その後小論文に対する質疑応答となりますが、
面接官の方々は丁寧によく話を聞いてくださりますの
で落ち着いて自分の思いをしっかりとお伝えすること
ができれば良いと思います。

◆本宮 カンデル 那緒子（東京　＃964）
この度AIBAに入会させていただ
きました本宮 カンデル 那緒子と申
します。大学卒業後、化学品専門商
社に就職、以後20年に渡り輸出関連
部門（輸出営業・輸出業務・輸出管
理）にて勤務して参りました。どう
ぞよろしくお願いいたします。

AIBAを知るきっかけとなったのは、アドバイザー試
験受験のきっかけは、前職でお世話になった尊敬する
先輩が受験・合格されたことです。AIBAは貿易スペシャ
リストの集まりであり、日々いろいろな情報と知識を
吸収できると聞き、日々刻々と変化する世界情勢に追
いついていく貿易スペシャリストになりたいと思い受
験・入会いたしました。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
春ぐらいから勉強を始めるというようになんとなく
聞いてはいたものの、モタモタして結局秋の対策セミ
ナー直前にテキストを一回通読するぐらいで終わって
しまいました。
【対策セミナーの活用】
対策セミナーは大いに役に立ちました。講師の先生
と作問される先生は別との事ですが、「自分だったらこ
こは出す。」「ここは大切なポイントだと思う。」と作問
者目線でアドバイスをくださる講師の先生が多く、ま
た実体験に基づいたお話もたくさん伺えて大変充実し
たセミナーでした。
【貿易実務】
通関士と貿易実務検定Ｂ級を保有しており、現職でも
実務に携わっている為、過去に勉強した知識と現在に実
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務能力？に頼り、特に重点的な対策はしませんでしたが、
UCP600を少し見直しました。
【国際マーケティング】
マーケティングは過去に勉強したことがなかった為、
マーケティングの初級本を購入し、イチから勉強しま
した。対策セミナーの講義がとても分かりやすかった
為、大変興味深く勉強できたことはとても有難かった
です。しかし、試験は時事問題で撃沈。『通商白書』・『世
界貿易投資報告』からかなりの割合で出題されており、
読んではいたものの、内容を頭に入れてなかったこと
を試験中に相当悔やみました。
【貿易英語】
日頃からコレポン関係で英語には触れていた為、特
に対策はしませんでしたが、自分の単語数の少なさを
思い知り、英検1級レベルの英単語をもっと勉強してお
けばよかったと受験後に後悔しました。
【二次試験】
小論文をどの方向で論じるかにかなり悩みましたが、
自分の経験が一番の強みかと思い、輸出管理について
論じました。冬休みに完成させ、提出済みの小論文を
職場で数名に見ていただき、いただいたコメントを参
考に面接に備えましたが、面接ではあまり突っ込んだ
難しい質問はなく安心しました。貿易の分野で自身も
学び続け、また貢献していきたいという私の熱意だけ
は十分伝えられた時間になったと思います。

◆松尾　秀一（大阪　＃965）
昨年2025年3月末に70歳を迎え、

8年間お世話になった JETRO大阪本
部の貿易投資アドバイザー職を退職
いたしました。在職中、AIBA貿易
アドバイザー資格については何度か
ご紹介をいただき、受験の機会もあ
りましたが、日々の業務に追われるうちに受験の機会
を逃したまま退職を迎えてしまいました。
退職を機に、JETRO在職中に中小企業の皆様からい
ただいた様々なご相談を振り返りました。東南アジア、
特にASEAN諸国への販路拡大や現地拠点設立、各国の
規制対応など、多くのテーマを通じて私自身も多くの
ことを学ばせていただきました。また JETRO以前の職
場で経験した外国為替実務、海外金融取引、国際営業
などの知識や経験を一度整理し、体系的に見直してみ
たいと考え、以前より勧められていたAIBA貿易アドバ
イザー試験の受験を決意いたしました。
私は1977年に大学を卒業後、約30年間大手都市銀行
に勤務しました。その間、本部および国内外の営業店
で主に外国為替業務・国際金融に携わり、海外駐在で
は中近東、欧州、アジア各国で国際金融、資金ディー
リング、デリバティブ業務などの営業・統括を約10年
間経験いたしました。さまざまな現場で国際ビジネス

の実務を学ばせていただきましたが、特に香港駐在時
に1997年のアジア通貨危機を金融市場の最前線で経験
できたことは、今でも忘れ難い貴重な体験です。
現在は、地方公共団体の外郭団体において、国の最
先端素材の社会実装を推進する委託事業で産学官連携
コーディネーターを務めております。新素材を活用し
た企業の製品開発や、その出口戦略としての海外展開・
輸出案件にも関わる機会があり、今後も多くの知見を
学びながら現在の業務に活かしていきたいと考えてお
ります。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
60歳を過ぎた頃から、若い頃にはあまり関心のなかっ

た分野も含め、様々なジャンルの書籍を音読・多読す
る習慣がつき、自然と蔵書も増えました。試験対策では、
対策セミナーで配布されたテキストを中心に、それら
の書籍を参照しながら関連情報を整理していきました。
テキストに記載されている国際マーケティングの理
論や専門用語の中で不明なものについては、関連書籍
の該当箇所を読み直し、類似理論や関連用語も併せて
理解するよう心掛けました。
【対策セミナーの活用】
事前配布されたテキストを基に講義の中で、講師の
方々からいただいたアドバイスは試験対策として非常
に参考になりました。特に過去問題の重要ポイントや
関連事項の解説は、学習の方向性を定めるうえで大き
な助けとなりました。
【貿易実務】
信用状統一規則やインコタームズ2020は、JETRO在
職中にも参考にしていた資料ですが、基本に立ち返って
読み直してみると、改めて理解が曖昧だった部分に気づ
かされました。貿易実務の一般書も参考にしながら学び
直しましたが、特に海上物流や保険の分野は自分の弱点
と感じていたため、時間をかけて整理しました。
【国際マーケティング】
対策セミナーのテキストを軸に、用語や理論を整理
しながら関連書籍で理解を補いました。また、最近の
マーケティング理論については、インターネットや生
成AIも活用して調査し、体系的に整理するよう努めま
した。
【貿易英語】
旧職では、企業からの相談に対応する際、各国の法
規や安全規格などについて当局の公式ウェブサイトに
掲載された英語原文を読む機会が多かったため、英文
読解については比較的スムーズに取り組むことができ
ました。
一方、英文レター作成については、ビジネスレター
の書籍を一冊読みながら、例題を実際にパソコンでタ
イピングして作文練習を行い、感覚を取り戻すよう努
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めました。ただし試験は手書きのため、悪筆の私には
当日少々苦労しました。
【二次試験】
事前に作成した小論文の内容を整理して試験に臨み
ました。テーマが「企業の海外販路開拓のための公的
機関の活用について」であったこともあり、JETROで
の実務経験に加え、他の公的機関でコーディネーター
を務める友人から各種支援制度について助言をもらえ
たことが大変参考になりました。

◆松延　健吾（京都　＃966）
この度入会いたしました、松

まつのぶ

延
健
けん ご

吾と申します。大学卒業後、電子
部品メーカーに入社し、国内営業・
海外営業・営業企画を経て、米国（カ
リフォルニア州サンノゼ）に7年、
シンガポールに4年、営業として駐
在しました。現在は事業部の販売推進部にて、アセアン・
インド地域を主担当とし、地域販売戦略・代理店政策・
価格政策・供給政策の立案と実行を担っています。
米国駐在時は、米系通信機器メーカーのGlobal 

Account Managerとして、米国を軸に中国・東南アジ
アでの拡販および量産活動を多国籍チームと推進しま
した。シンガポール駐在時は現地チームをマネジメン
トし、欧米系企業の東南アジア全域での営業活動を推
進しました。
また、本業と並行して中小企業診断士としても活動
しています。インバウンド対応・海外進出支援・日本
進出支援を主なテーマとしていますが、貿易実務の知
識・経験が自身の課題と認識しており、体系的に強化
するため本試験に臨みました。
今後は、貿易アドバイザーと中小企業診断士の両資
格を組み合わせ、シンガポールと東南アジア・インド・
台湾・米国といった知見のある地域での中小企業の国
際展開支援を中心に活動したいと考えています。また、
お酒や飲食・サービス業などBtoC分野の企業支援にも
積極的に取り組んでまいります。多様なご経験とご見
識をお持ちの会員の皆様から学びながら、研鑽を積み、
中小企業支援に励んでいきます。どうぞよろしくお願
いいたします。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
2026年5月に診断士仲間から本資格のことを教えてい

ただいたことが受験のきっかけです。8月には実力養成・
直前対策の両セミナーをまとめて申し込みました。セミ
ナーを聴きながらテキストに手書きで講師の解説のポ
イントなどを書き込むことで、内容を自分のものとし、
記憶の定着に努めました。ビデオ講座を学習後は、Web
に掲載されていたサンプル問題（全5年分）をすべて印

刷し、年度をさかのぼりながら学習しましたが、最終
的には3年分をこなすにとどまりました。
【対策セミナーの活用】
会場受講を希望していましたが、海外出張と日程が
重なったためビデオ講座を選択しました。結果的にこ
れが正解で、苦手科目の貿易実務は繰り返し視聴でき、
聞き慣れない専門用語や概念もビデオの特性を活かし
て納得いくまで学習を重ねることができました。会場
とビデオを組み合わせたプランがあれば、さらに効果
的だと感じています。
【貿易実務】
本科目は、私にとって最大の難関でした。そもそも
この分野を学びたいという思いが本資格の受験を志し
たきっかけでもありましたが、ビデオを一度聴いただけ
では全く理解が追いつかず、書店や図書館で「貿易実
務」と名のつく入門書を片っ端から手に取り、基本的
な用語と概念に慣れることから始めました。見たこと
もない港湾設備や船舶の種類については、インターネッ
トやYouTubeで実際の映像を検索し、リアルなイメー
ジが持てるよう確認しました。そのうえで改めてビデ
オ講座を視聴することで、最終的には講師の説明を講
義のスピードでなんとか理解できるようになりました。
【国際マーケティング】
中小企業診断士資格を持っているので、比較的余裕
をもって試験に臨んだはずでしたが、試験当日、『ジェ
トロ世界貿易投資報告』や『貿易白書』などから最新
の統計データが多く出題されていることを確認して唖
然としました。最新のデータや動向もしっかり学習し
ておくことをお勧めします。
【貿易英語】
日常業務でも英語を使っているものの、専門用語に
は未知の単語も多く、一つひとつ調べながら学習を進
めました。求められているレベルと内容を把握するう
えで、練習問題やサンプル問題を解くことは非常に有
効でした。また、日常業務ではメールを簡易的な書式
で書くことがほとんどのため、正式なレター形式に慣
れるべく、練習問題の模範解答を繰り返し“写経”す
ることで体に覚えさせました。本番は手書き解答のた
め、練習でも手書きで取り組むことをお勧めします。
テキストにある『「貿易英語」への取り組み方』、およ
び『「貿易英語」問題の傾向と対策』の項目は、特に重
要ですので、学習の最初に精読することを強くお勧め
します。
【二次試験】
履歴書の作成は、自分のこれまでの業務歴を改めて
棚卸する貴重な機会でした。論文は、あえて今後チャ
レンジしたい分野を選択し、関連知識を調べながら進
められたので、学習効果と思考の整理が同時に得られ、
大変有意義な機会でした。
面接では、履歴書と論文の内容を事前に頭の中で整
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理してから臨みました。志望動機やAIBAで貢献したい
ことについては、言語化が十分でなかった部分もあり、
そこは反省点です。

◆茂手木　正也（神奈川　＃967）
この度、入会させていただいた茂
手木正也と申します。現在、東京都
の政策連携団体で都内中小企業のグ
ローバル人材育成と東南アジア企
業の東京誘致事業を担当しておりま
す。グローバル人材育成メニューの
一つ貿易実務講座では2年前からAIBAの先生方に2講
座で講師にご就任いただき、お世話になっております。
前職は、新卒で電機メーカーに入社し、海外部門で
中近東向け通信システムの輸出、東南アジアで現地SI
ビジネス等に携わりました。その間、駐在としては、
UAEに5年、マレーシアに10年、それぞれ近隣国を含
めて担当しました。
一貫して海外部門におりましたが、マレーシアから
帰任の際、縁あって企業内ベンチャーの経営に参画す
る機会を得て、28年勤務した本体から離れ、興味があっ
た中小企業の経営に携わることになりました。ソフト
ウェア開発・販売というニッチな領域で11年、中小企
業の様々な課題・悲哀を経験して参りました。
受験動機は、第一に上述の貿易講座をより良いもの
とすべく、先生方には及ばないまでも、少なくとも同
じプロトコールで意見交換させていただけるようにし
たいと考えたものです。次に、中小企業の海外展開支
援に興味があり現職に就いておりますが、業務上、貿
易アドバイザーの知識が活かせると考えました。
入会後は、協会のネットワークや勉強会などを利用
させていただいて自己研鑽に努め、まずは現職におい
て日本の貿易発展に寄与することを目指して参ります。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
2年分のテキスト読み込み（＋練習問題）とHPの練
習問題を3回繰り返そうと決めてスタートしましたが、
結局2回で時間切れになりました。この間も、知識や
理解が足りない部分・項目は、ネットで都度検索・確
認して、補強する作業を続けました。老いに抗って新
しいことを記憶するのが想像以上に大変で、通勤時な
ど隙間時間には、スマホのメモを見返して記憶の定着
に努めるようにしていました。1日一つ新しいことを覚
えること、とにかく続けることを目標にしました。尚、
本番の試験問題の形式に慣れるためにも、市販の参考
書よりも、テキストの活用が効果的と考えます。
【対策セミナーの活用】
実力養成・直前対策の二つのセミナーをオンライン
で受講しました。講師の方々から本番試験のポイント・

雰囲気を伺うことができ、また、勉強のコツや取り組
み方、本番までに何を仕上げるべきかについて知るこ
とができて、大変参考になりました。
【貿易実務】
新卒で入社以来、P/L作りと原産地証明の取得から
始まり、税関や経産省（当時は通産省）通いもしまし
たし、輸出・貿易実務に関わってきましたので、一通
り理解しているつもりでしたが、なんとなく分かって
いると思っていたことは、練習問題を解いてみると実
は正解できない事が多く、実は分かっていないという
ことを思い知らされました。テキストにより、改めて
知識の整理と定着を図りました。
【国際マーケティング】
マーケティングの用語や手法の基礎学習は必要です
が、日々国際情勢の変化に気を配りながら業務に就か
れている方にとっては、特に難しい点はないように思
います。『通商白書』『世界貿易投資報告』『日本貿易の
現状』『IMF世界経済見通し』には目を通していました。
特に、それぞれ最初に出てくる数字は、前年との比較
で頭に入れておくと良いと思います。
【貿易英語】
英語は現在まで業務で日常的に使っているため、当
初は少し甘く見ていたのですが、手書き回答の英作文問
題がかなり手強いことに気が付きました。自動のスペ
ルチェックもなく、フレーズの入れ替えだけで答案用
紙は消しゴムの山になります。時間を計測してみると、
回答例の英文をそのまま書き写すだけでもかなり時間
がかかり、これでは、英語翻訳している時間がないこ
とに思い至りました。それから英文の書き写しだけを
ひたすら続けて手書きのスピードアップを図りました。
【二次試験】
小論文は、現職の業務に関連する「公的機関による
サービス活用」に関して、ベンチャー時代に経験した
業界・製品における具体的ケースをイメージして纏め
ました。面接の受け答えで慌てないように、論文の内
容は自分の経験に即しているか、イメージし易い具体
的な内容にしておくことが望ましいと思います。

◆森園　祐次（大阪　＃968）
これまで約20年にわたり、国際物
流の仕事に携わってきました。フォ
ワーダーや航空会社の貨物部門で
キャリアを積み、海上輸送と航空輸
送の双方を経験した後、現在は医薬
品輸送を専門とする企業で営業の仕
事に従事しています。
現在の仕事を始めた頃、日々の業務でお客様に対し
てより付加価値の高い提案ができるようになりたいと
いう思いを抱くとともに、これまで培ってきた輸送の
知識を体系的な形で整理したいと考えていました。通
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関士や貿易実務検定などの資格取得を経て、さらなる
知識向上を目指していた際に、貿易アドバイザー試験
の存在を知りました。本試験では国際輸送の知識に加
え、これまで自身が関わる機会のなかったマーケティ
ングや金融分野の知識も求められることを知り、自身
のスキルの幅を広げる絶好の機会であると考え、受験
を決意しました。
学習開始当初はテキストの内容も十分に理解できず
戸惑うことも多くありましたが、継続的に学習を重ね
ることで理解が深まり、なんとか試験に合格すること
ができました。今後、貿易アドバイザーとして新たな
一歩を踏み出せることに大きな喜びを感じています。
もっとも、自身の知識・経験は輸送分野に偏ってお
り、荷主業務に関してはまだ十分に理解できていない
部分も多くありますので、今後は他のアドバイザーの
方々からも学びを得ながら、自身の専門性をさらに高
めていきたいと考えています。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
貿易アドバイザー試験の前年に貿易実務検定A級を

受験しており、試験範囲が重複する部分も多かったた
め、その際の学習内容が本試験の対策にも役立ちまし
た。一方で、貿易アドバイザー試験では、より実務に
即した深い理解が求められる問題も多く出題されるた
め、公式テキストを中心に対策を行いました。試験の
約半年前から学習を開始し、テキストは3回程度繰り返
し精読しました。
また、テキストだけでは理解が不十分な箇所につい
ては、貿易実務検定対策で使用した教材も併用し、知
識の補強と定着を図りました。さらに、貿易アドバイ
ザー協会の公式サイトで公開されている過去問題（約5
年分）を繰り返し解くことで、出題傾向や問題形式に
慣れながら、試験準備を進めました。
【対策セミナーの活用】
対策セミナーは2回とも受講しました。試験範囲が非
常に広いため、セミナーのみで全範囲を網羅すること
は難しいものの、自身の理解度を確認し、知識の定着
状況を把握するうえで非常に有効でした。特に、独学
で進めてきた内容を客観的に見直す機会として有意義
であり、理解が曖昧な部分を再認識するきっかけとな
りました。
【貿易実務】
貿易アドバイザー試験の中核を成す分野であり、公
式テキストの大部分も貿易実務に割かれています。学
習にあたっては、過去に受験した貿易実務検定A級の
知識を基盤としつつ、より実務に即した内容へと理解
を深めていく形で取り組みました。業務で経験のある
フォワーディングや通関分野については比較的スムー
ズに理解を進めることができましたが、発送人と荷受

人間の契約や信用状（L/C）の作成といった、これま
で関わりの少なかった分野については、テキストの反
復学習と過去問題演習を通じて重点的に補強しました。
【貿易英語】
これまで英検やTOEICなどを継続的に受験してきた
こともあり、英語に対しては一定の自信を持って試験
対策に臨みました。しかしながら、貿易アドバイザー
試験で出題される英語は、英語圏の経済紙等からの抜
粋が多く、日常的な英語表現に加えて、新聞特有の硬
い文体や時事問題、世界経済に関する背景知識も求め
られます。そのため、『The Economist』や『Newsweek』
などの英文記事を読み、経済英語や時事的なトピック
への理解を深めながら学習を進めました。
【二次試験】
二次試験では、まず自己紹介を行い、これまでの経
歴や業務内容、得意分野について説明しました。その後、
海外展開を目指す中小企業からの相談を想定したロー
ルプレイが実施されました。面接官が企業の代表とし
て質問を行い、それに対して回答する形式でした。こ
のような場面は、日常業務において顧客に対して説明
を行う状況と共通する部分も多かったため、大きく動
揺することなく、落ち着いて対応することができたと
感じています。

◆山本　公明（兵庫　＃969）
通算約10年の海外駐在を含め、開
発製造型からOEM、ODMまで様々
な業態の電機メーカー数社で30年以
上、海外事業に携わって参りました。
最初の勤務先では、中近東、アフ
リカ、中国市場を担当した後、ドイ
ツ現地法人に赴任しました。帰任後は再度中近東・ア
フリカ市場を担当。その後転職し、ドイツに再度赴任。
更に受託製造企業に再転職し、中国の深圳に赴任しま
した。中国からの帰国後は学生時代からの夢であった
海外に留学し、クラス最年長の学生となりました。英
語が判らず苦労しましたが、若いクラスメート達にも
助けられ、無事卒業しMBAを取得。留学後、海外展開
を始めたばかりの企業に再就職し、海外事業の立ち上
げに従事、アジア、特にミャンマーを中心に営業活動
を行いました。
その後、フリーランスとして海外進出を計画されて
いる企業への助言、市場調査や各種折衝等の業務代行
のお手伝いをしていますが、業務委託元企業の多様な
依頼に受けるうちに、既存の知識やスキルの不足点を
感じる事が増えました。そこで自身のアップデートの
為にも貿易アドバイザー試験を受験することと致しま
した。
御経験豊富なAIBA会員の皆様との交流や勉強会を通
じて、知識の向上とスキルアップを図り、委託元企業
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の海外展開の支援ができればと思います。

＜アドバイザー試験合格体験記＞

【総合的な試験対策】
2024年7月に貿易実務検定B級に合格、その流れで同
年11月に受験しましたが、広範囲な分野をカバーしき
れず不合格となり、再挑戦での合格となりました。初
回受験時の経験から、試験の構成、出題傾向や出題ポ
イントを分析、整理しました。再受験時は、実力養成
セミナー用テキストの問題及びホームページ掲載の数
年分のサンプル問題、貿易実務検定の問題集を繰り返
し解き、知識の定着を図りました。
【対策セミナーの活用】
セミナーのテキストの問題を解いた上で、直前対策
セミナーの説明を聞く事で理解が深まり、自己の考え
の修正がはかれました。
【貿易実務】
前述のとおり、問題をひたすら解く事に努めました。
それにより自分の知識が不足している点（弱点）と頻
出ポイントが把握できましたので、それらを抽出して
自分なりの暗記資料を作成しました。
【国際マーケティング】
マーケティングの理論やフレームワークは図にまと
めて整理、知識の確実な定着を図りました。貿易動向
については、主に新聞の関連記事に注意するようにし、
『通商白書』や JETROの報告書等の推奨資料は直前の2
週間で集中精読しました。
【貿易英語】
英語は事前の対策はしようがないと考え、行ったの
は他の科目の対策も兼ねた用語説明の暗記です。また、
英作文は配点が高いので、配点比率から計算し、試験
時は英作文に24分を確保できるように心がけました。
【二次試験】
小論文は、出題テーマが初めて貿易に取り組もうと
している企業への助言で、これは現在の業務と近い為、
比較的取り組み易いものでした。日常業務では、顧客
企業によって異なる重点ポイントを時系列的、包括的
に整理し、まとめました。面接は自己紹介、受験動機、
小論文の内容に関し、想定問答を作成して臨みました。

近畿大学の教員としての19年
近畿大学名誉教授　勝田　英紀（大阪　＃227）

1982年に大阪外大を卒業し小野薬品に入社し、国内
営業6年、国際事業部12年の合計18年間働きました。
交通事故により将来下半身不随になるかもしれないと
言われ、体が動くうちに学位や資格を取ろうとして、

大阪市立大学第2部商学部に進学しました。ゼミの指導
教官の石川先生の勧めで、大阪大学大学院経済学研究
科の仁科先生の門下で経済学のうちファイナンスを勉
強し、経済学の博士学位をいただきました。さらに大
阪市立大学の佐合先生の紹介で、2006年4月に近畿大
学経営学部に入職しました。
入職後、指定難病の後縦靭帯骨化症と脊柱管狭窄症
で歩けなくなり、心筋梗塞で死にかけ、経営学部の先
生方や事務の皆様に忖度して頂いたおかげで、19年間
働くことができ、無事定年退職を迎え名誉教授をいた
だきました。ありがとうございました。
振り返れば、2006年4月の歓送迎会の舞台の上で、
ゼミ生の就活で、早稲田、慶応、近大にすることを公
言し、近大から全く就活実績のなかった大企業に多数
の学生を就職させることができました。私のゼミの就
職対象は、倉庫、物流、大手メーカーで、三井倉庫7
名、住友倉庫6名、澁澤倉庫3名、センコー15名等、三
菱倉庫以外の大手に就職させました。物流はFedEx2名、
シェンカー1名、DHL1名、日本通運8名、近鉄エクス
プレス7名、阪急阪神エクスプレス13名、西日本鉄道
6名、鴻池運輸11名、日本トランスシティ6名、郵船ロ
ジスティックス2名等、大手の物流企業に行かせていま
す。他業種では、JA全農（全国総合職）に10名、その
他みずほ銀行、日本生命、東京国税局、三菱電機、日立、
シャープ、ローム、クボタ、YKK等の大企業に多数就
職させることができました。
就活に関しては、AIBA関西支部にご協力いただき、
定例会に学生を入れてもらい、懇親会で諸先輩からア
ドバイスをいただき、自信をつけさせ就活させること
ができたおかげで、就職実績を上げていただきました。
ありがとうございました。
私の採用時の学部長の興津先生には、3つの約束をし
ました。第1に論文を50篇以上、海外のものを含め査
読論文を15編以上書くことです。これはクリアしまし
た。第2に通関士試験に毎年10名以上合格させること。
これは最後のゼミ生が7名合格したのが最高でした。本
当はこれが一番安易だと思ったのですが残念でした。
第3にばかにされていた近大生の就活をよくするため
に、今まで実績のない一流企業に多数就職させ定着さ
せることを約束しました。これは、ゼミ生の半分以上
を上場企業に就職させ、中でも一流企業には前述のご
とく多数就職させています。
ゼミ活動を通じて、通関士などの資格を取得し、い
い会社に勤めている卒業生たちは、入院すれば見舞い
に来てくれましたし、大阪市議会議員選挙の時も応援
に来てくれました。わが家での餅つき大会や新年会に
も多数参加し大騒ぎでした。またゼミの忘年会や打ち
上げ会などにも参加して、わが家での二次会で後輩に
いろいろ社会のことを教えてくれました。おかげさま
で結構面白おかしく過ごさせてもらい、あっという間
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に定年退職かと思いました。みなさま、ありがとうご
ざいました。

プルミエールヴィジョン国際見本市に
出展支援して

弓場　俊也（大阪　＃415）

パリで開催されるテキスタイルを中心としたファッ
ション製品の歴史ある国際見本市です。かっては出展
要件も厳しくて3回連続出展などが条件でしたが、最近
は緩くなっているようです。イタリア、ミラノで開催
されるミラノウニカ見本市が大きく出展者数を増やし
て躍進しているのが理由のようです。見本市業界の競
争も激しいらしい。
今回は和歌山の生地工房を支援して本年2月出展を実
現できました。パリにはいくつかの見本市会場があり
ますが、出展したノルド・ヴィルパントの敷地面積が
最も大きく、東京ビッグサイトの約2倍です。シャルル
ドゴール空港と市内の中間に位置し、欧州各国からの
バイヤーが日帰りで訪れることも可能で便利です。大
きな国際見本市の開催期間にはパリ市内ホテルは混み
宿泊費も値上げされます。ドイツなどはコンベンショ
ン、国際見本市による大きな経済効果を行政と共に享
受しています。日本は外国人観光客誘致に力を入れて
いますが、観光客より消費額が大きいMICE（マイス）
事業が遅れているようです。
国内と海外の見本市の出展理由の目的は異なります。
国内見本市が開催されるビッグサイトや幕張メッセで
はブースに名刺受けを置き、来場者の名刺を収集して後
日連絡を入れて販促活動を始めます。また日本では国際
見本市と銘しても規模的には小さいので海外バイヤー
の来場は少ないです。海外見本市の場合は規模が大きく
世界中のバイヤーが来場し商談の場として利用します。
パリはファッション情報の発信基地として機能して
おり、とりわけパリファッションウィーク（通称：パ
リコレ）の時期には世界中のファッション関係者が集
結し賑わいます。
今回のテキスタイル見本市の場合、主催団体は1年先
のトレンド、カラーを提案し、これが世界市場での潮
流となります。そのため会場で売られる色見本帳は人
気があります。
海外見本市の場合は通常半年前くらいに出展準備に
取り組みます。
今回支援した生地工房は昨年9月末に準備に入りまし
たので全てが急務となりました。
最も重要なことは会場における出展ブースの位置で
す。隅っこの壁際沿いは人通りも少なく手持無沙汰の
出展者も多い。今回の出展申請は出遅れたために、特
に場所の確認が重要でした。幸い最も人通りが多い中
心のコーナーを確保できました。

ブースには多くのバイヤーやデザイナーに立ち寄っ
て戴き、初参加の我々のコレクションにも興味を示し
てくれました。天然の素材、染料を使い手織りのため、
少量生産、高付加価値商品のため欧州の富裕層向けコ
レクションです。色合い、手触り、サイズなどが適し
ているか、バイヤーの反応を直接に得ることができる
絶好の機会です。欧州地域だけでなく米国、中東から
の来場者も多く、多様な評価を戴きました。
今回のパリ出張は円安の影響もあり、滞在中の費用
が全て高いと感じました。スーパーで売られているタ
マゴ10個入りが7ユーロ（約1400円）でした。レスト
ランのメニューは中国語、韓国語はありますが日本語
はなく時代の変遷を感じます。パリまでの飛行時間は
ウ露戦争のためシベリア上空を回避し北極ルートのた
め17時間以上掛かりました。

初めての異文化体験
～グローバル人材への若干の考察（その25）

田中　徹郎（神奈川　＃639）

前号（2026年1月号）で取り上げましたコロンブスに
ついて、今回はさらに掘り下げたいとおもいます。コ
ロンブスによる大西洋航路開拓（インディアス・プロ
ジェクト）は、「世界地図の抜本的塗り替え」のみなら
ず、「「大航海時代の幕開け」、「今日の国際貿易・通商の
原点」ともいえる、歴史上の一大出来事でありますので、
大いなる関心と好奇心を掻き立てられるのです。
まず、コロンブスとそのインディアス・プロジェク
トを考察するうえで、当時のヨーロッパやスペインに
おけるユダヤ人の状況についての理解が欠かせません。
ユダヤ人はすでにローマ時代にイベリア半島にも住
んでいましたが、レコンキスタ（前号参照）の過程で
誕生するキリスト教諸王国においても、特に行政・商
業・外交・金融業などの分野で優れた能力を発揮し活
躍していたことが、民衆のあいだに反ユダヤ感情を募
らせて行ったのです。14世紀末、スペインはヨーロッ
パ最大の25万人を超えるユダヤ人を抱えていましたが、
1391年、セビリャにおいて、司祭の反ユダヤ的説教が
契機となり大規模なユダヤ人襲撃事件が起こり、セビ
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リャで約4千人、スペイン全土では7万人超の犠牲者を
数えるに至りました。この時、迫害から逃れるため、
キリスト教に改宗した多くのユダヤ人―コンベルソ
（CONVERSO）がいた一方、ユダヤ教の信仰を守るた
めの手段として表面上改宗する隠れユダヤも多数おり、
マラーノ（MARRANO）と蔑称されていました。コン
ベルソの中には、引き続き高い社会的地位と経済的豊
かさを維持・享受する人も多く、その信仰に猜疑の目
を向ける旧キリスト教徒が多くいたのです。このよう
な背景より、カトリック両王は、当時のローマ教皇の
許可を得て、1480年以降、異端審問所を全国各地、さ
らには海外領土にも開設したのです。しかし十分な成
果は得られず、前号で触れたように、両王は、1492年3
月31日、4カ月の猶予期間をもって、キリスト教に改宗
しないユダヤ人を追放する一般勅令を発布。結果的に、
約10万のユダヤ人が国外退去を選択したとのことです。
前号で参考文献として挙げた福井次郎氏の著書によ
れば、“カトリック両王の結婚というスペイン史を飾る
画期的な出来事の背後で、数多くのユダヤ人と改宗者
が動いていた。”とある他、『コロンブス』（増田義郎/
岩波新書）より以下を引用しています。「こうしてイサ
ベルとフェルナンド時代のスペインの政治の中枢を調
べれば調べる程、芋づる式に多くのユダヤ人や改宗者
の名前が出てきて我々を驚かせます。実際にこのリス
トは際限がありません。フリオ・カロ・バルハの『近
現代におけるスペインのユダヤ人』三巻や、イツアッ
ク・バエルの『キリスト教スペインにおけるユダヤ人史』
二巻を読んでいくと、中世スペインで、ユダヤ人がど
んなに力を持っていたか思い知らされ、信じられない
気持ちになります。おそらくユダヤ人や改宗者なしに、
近代スペインは成り立たなかったのではなかろうかと
さえ思われます」。
また、ポルトガル王やカトリック両王は、コロンブ
スの「インディアス・プロジェクト」への支援要請を
何度も退けたが、突然イサベル女王が翻意したことに
も先に言及しました。これは、宮廷中枢部に入り込ん
でいた改宗者達が影響力を行使した結果であったとい
われています。

参考文献(追加)：
・ 鶴見太郎『ユダヤ人の歴史』中公新書2025・11・
20(15版)
・増田義郎『コロンブス』岩波新書1979・8・20

（次号に続く）

春は一年の始まり
芳賀　淳（兵庫　＃562）

春は一年の始まりです。
清少納言も枕草子で春から語っています。

千年後の現代日本でも学校は新入生を迎え、役所も
会社も新年度がスタートします。
しかしですね、正月というものがありますよ。正月
こそ一年の始まりではないですか？
その指摘にも一理ありますが、4月こそ日本の一年の
始まりではないでしょうか（ちなみに私は4月始まりの
手帳を使っています）。
4月に文字通りの正月を祝う国・地域があります。タ
イ、ラオス、カンボジア、ミャンマーといった上座部
仏教の国々では4月13日から15日頃が正月です。かの
地では4月頃が一年で最も暑い時期でもあり、水掛け祭
というイベントが有名です。私もタイに駐在していま
したが、タイ正月（ソンクラン）は水を掛け、謎の白
い粉（小麦粉？）を付けることが当たり前に行われます。
食堂の客である私に水を掛け、小麦粉（白い粉）をま
ぶした彼らは、私を天ぷらにするつもりだったのでしょ
うか。

タイ周辺以外にも、イランの新年は3月20日頃（春
分の日）に始まり、インド・英国・カナダの会計年度
は4月に始まります。日本の場合、公的機関である国家・
教育機関は一斉に4月始まりですが、英国やカナダの学
校は9月始まりなので、日本のような季節一体感には欠
けるかもしれません。やはり桜咲く時期に一年を始め
たいという感覚なのでしょう。
こういう時期に新入社員、新入職員、新入会員を歓
迎するのは嬉しいことです。
尚、貿易アドバイザー協会（AIBA）では新入会員
に対して、水を掛けたり、小麦粉をまぶしたりしませ
んのでご安心ください（ご要望ならやってもいいけど。
ほんまかしらんけど）

おしまい

ゆるやかな欧州日本食品市場観察
白井　規直（神奈川　＃805）

3月下旬、長女が働く欧州を訪問し、その際、観光を
主としながらも一部時間を欧州の日本食事情の観察に充
てました。したがって、厳密な市場調査とは言い難いも
のの、皆様のご理解の一助となれば幸いです。

イラスト出典：生成AIにて作成
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【英国日本食チェーン事情】
約30年振りに訪れた英国で特に印象的であったのは、
日本食チェーン店の躍進でした。
まず目に入ったのは丸亀製麺です。オックスフォー
ドサーカスの英国老舗百貨店の正面に店舗を構えてお
り、その立地の良さと存在感は非常に印象的でした。
店舗の外観は日本とは異なり、やや派手な印象を受け
ました。うどんを主力としながらも、鶏肉を使った「カ
ツカレー」などが人気のようです。またビーガン対応
も進んでおり、欧州ならではの対応であると感じまし
た。現在は11店舗を展開していますが、将来的には
100～150店舗を目指しているとのことで、そこまで拡
大すれば、うどんが英国文化として定着する可能性も
感じられます。

丸亀製麺以外で目に付いたのは「itsu」と「Wasabi」
です。
「itsu」は英国資本によって設立された、ヘルシー志
向のアジア料理チェーンで、現在約100店舗を展開して
います。「寿司と弁当（温かい食事）」を提供しており、
弁当には春雨ヌードル（Crystal Noodles）、蒸し餃子
（Gyoza）、味噌汁、枝豆などが含まれています。また食
品スーパーなどでも、itsuブランドのヌードル、スープ、
スナックなどが販売されていました。
一方「Wasabi」は韓国資本により設立され、寿司
とカツカレーなどの温かい弁当（Bento）を主力とす
るチェーンで、現在約40店舗を展開しています。なお
英国で提供されるカツカレーは、豚肉ではなく鶏肉が
使われるケースが一般的であり、これは宗教的配慮や
健康志向、さらに日本食チェーン最大手Wagamamaが
「Chicken Katsu Curry」をヒットさせた影響もあると
考えられます。店内は非常に清潔に保たれており、品
質管理の高さがうかがえました。
このWagamamaは米国資本でありながら、英国国内
で約170店舗という圧倒的なシェアを維持し、世界で
250店舗規模へと拡大を続けています。メニューは大き
くローカライズされており、日本食というよりも“日
本風料理”として進化している印象です。その点では、
「itsu」や「Wasabi」の方が比較的日本食に近いと感じ

ました。
これらの事例は日本食人気の高まりを示すものです
が、日本資本ではない点はやや残念に感じられました。
【日本食品の定着（英国・フランス）】
フランスにも足を延ばし、日本食品の浸透状況を観
察しました。その中で特に印象的であったのは、日本
産ウイスキーと抹茶です。
1） ウイスキー：日本のウイスキーは最高級品として扱
われていました。世界最古の百貨店の一つとされる
「ル・ボン・マルシェ・リヴ・ゴーシュ」では、「響」
「山崎」「白州」が、Macallan 30年や高級ブランデー
と並び、カウンター裏のケースに陳列されていまし
た。また「ギャラリー・ラファイエット」でも日本
産ウイスキーの専用コーナーが設けられていまし
た。一方、日本酒については各店舗で冷蔵ケース一
台分程度の取り扱いが見られましたが、まだ品揃え
は限定的であり、市場への浸透はこれからという印
象を受けました。

2） 抹茶：抹茶はフランスおよび英国において着実に定
着しつつあります。「ル・ボン・マルシェ・リヴ・
ゴーシュ」では、抹茶と茶筅のセットが販売されて
いました。これは以前ロサンゼルスの高級食材店
Erewhonでも見かけたものであり、抹茶が正しい飲
み方とともに世界に広がり、単なるブームではなく
欧米文化に溶け込みつつあることを実感させられま
した。

以上、簡単な現地観察のご報告とさせていただきま
す。
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［第192回理事会開催］
2月14日、今期24 期４回目の理事会が開催されました

（Zoom会議）。
シニア会員申請者の承認、メーリングリスト利用ルー
ル承認の2件を審議し、その他の報告事項を確認しまし
た。会員には「第192回理事会議事録」をメール配信済み。

次回理事会は5月16日（土）の予定。6月27（土）開催
の総会議案を決定します。

［AIBA勉強会（本部主催）実績］
すでに「AIBAだより」にて紹介した内容もあります
が、この2年間の勉強会テーマと講師をリストアップし
ました。（下記表参照）リモート開催が主で毎回30～50
名の会員と、（公開の場合は）20～30名の一般参加者が
聴講しました。

首都圏地区
【第13回オンライン交流会】
テーマ：「アジアのハブ・シンガポールと南インド・チェ

ンナイのいま」
日　時：2月28日（土）16:00～17:30
内　容： シンガポールは世界的な港湾ハブ、サービス

産業が隆盛し経済が豊かな都市国家、質重視
の高付加価値化で成長し続ける一方、チェン
ナイは人口・経済大国インドの南側の玄関口、
製造業とITの拠点で南アジアのデトロイトと

も称され著しい経済成長が見込まれます。こ
の両都市に公的機関の貿易・投資アドバイザー
として駐在している島田幸一郎会員（#663）
と藤井芳彦会員（#923）に現地からオンライ
ン出席いただき、現地の活動状況とビジネス
の現場、社会情勢、トピックス、生活文化に
ついて対談形式で伺いました。計25名の会員
にオンライン参加いただき、両都市の比較を
とおして最新の現地情報を得ることが出来ま
した。島田・藤井両会員にはご多忙のところ
ご出席いただき、興味深いお話しをしていだ
き有難うございました。

AIBA勉強会（本部主催）　2024～25（暦年）実績
開催日題目 講師(敬称略) 題　目

2024年1月20日（土）インターテック 稲波 祥大 インターテックの活動 無料公開
2024年2月17日（土）経産省 久染 徹 新規輸出1万者支援プログラム 無料公開

2024年3月16日（土）日本商事仲裁協会 石束 匠
小島 暢夫

・今、押さえておきたい国際仲裁の基礎
・ATAカルネ利用のご案内 無料公開

2024年5月25日（土）双日インシュアランス 竹田 博己 ・外航貨物海上保険の実務
海上保険の概要・事故事例・求償実務 無料公開

2024年7月22日（月）日本政策金融公庫 伊藤 誠剛
徳永 圭亮 国民生活事業の海外展開支援 無料公開

2024年8月24日（土）双日インシュアランス 影山 博明 海外PL保険について 無料公開
2024年9月14日（土）公安調査庁 － 技術流出の実態と対策（Real開催） 会員限定

2024年10月12日（土）株式会社トレードワルツ 宇土 達矢
佐々木 駿光 トレードワルツについて 無料公開

2024年11月9日（土） tenso株式会社 穐本 恭介 海外小口貨物配送について 無料公開

2025年1月18日（土） 885 山内 陽仁 新日本検定の紹介と食品・危険物の輸出入
について 無料公開

2025年2月22日（土） 562 芳賀 淳 仕事はやって来ない・どうやって成約す
るか？ 会員限定

2025年6月3日（火） 門司税関 川崎 博史 AEO制度に係る勉強会 無料公開
2025年7月26日（土） 932 伊藤 研二 「いまさら聞けない貿易実務」L/C編 無料公開

2025年8月23日（土） 939 志摩 浩史 ラスト・フロンティアへのチャレンジ
～ ケニア市場への挑戦奮闘記 ～ 無料公開

2025年10月4日（土）228釜堀、519三上、569森、695平田、743栢野、744加藤、916久米 安全保障貿易管理の基礎と最新の動向 無料公開

2025年12月27日（土）001網谷、027川田、115渡辺、508柴田 AIBA創立30周年特別企画
設立当初の活動、永野会員を偲んで 無料公開

@ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @@@@@@@@@@s
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関西支部
【1月定例会】
日　時：1月17日（土曜日）15:00～17：00
場　所：グランフロント大阪　ナレッジサロン
1）活動報告
・支部活動、今年度と今後の日程
・和歌山産業振興財団案件、理事会報告

2）講　演：「日本と中国、これからどうなるか」
講　師：一般社団法人　日中経済貿易センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田様
中国市場の圧倒的な規模や発展のスピード、さら
に日本と中国が地理的・経済的に極めて深く結びつ
いている現実について、改めて整理し、理解を深め
る大変貴重な機会となりました。今回のセミナーは、
単なる知識の習得にとどまらず、私たちが今後「中
国とどのように向き合い、いかに関係を築いていく
べきか」という本質的な問いを考える場にもなりま
した。参加者の皆さんが、自身の実務と重ね合わせ
ながら、今後のビジネスのあり方を見つめ直すきっ
かけになったと思います。
また、ご講演いただいた池田様ご自身の豊富な実
務経験に裏打ちされた具体的なエピソードの数々
は、机上の情報だけでは得られない現場のリアリ
ティにあふれ、参加者の関心を大いに引き付けまし
た。実務家ならではの視点と説得力に触れられたこ
とも、本セミナーの大きな魅力の一つでした。
関西支部活動ならではの、実務に直結する学びと
気づきに満ちた、大変有意義な時間となりました。

【港湾施設見学会】
AIBA関西細部では毎年、港湾施設見学会を開催して
おります。「学び」と「つながり」両方を大切にする、
当支部ならではの恒例企画です。

AIBA会員のみならず、大阪商工会議所様ご招待の各
企業海外ビジネスご担当者様や近畿大学生など、様々
な方々にご参加いただきました。
日　時：2月6日（金曜日）
＜プログラム＞
●夢洲コンテナターミナル：施設説明、CY見学
大阪港全体の取扱量の半分を誇る夢洲ターミナル。
その設備についてご説明いただき、日本有数の物流拠
点が持つスケールを実感しました。
屋上からのCY視察では、実際にバースに停泊中の
コンテナ船へのコンテナ積み込み作業が行われており、
まさに貿易の最前線を目の当たりにしてきました。
●サンスターライン：パンスターミラクル号見学
大阪～釜山を、乗客と貨物を運ぶ力強いパンスター
ミラクル号のご説明と、船内見学ツアーをしていただ
きました。

RoRo船として貨物が積載されている光景は、貿易関

係者としては一見の価値がありました。
●大阪港湾局レクチャー
●懇親会

【English Café】
日　時：2月28日（土曜日）10：00～12：00
場　所：グランフロント大阪　ナレッジサロン
実践的な英語力を磨くため、私たちは2か月に一度

English Caféを開催しています。
ルールはただ一つ。“すべての会話を英語で行い、日
本語は使わない”というシンプルかつ挑戦的なものです。
今回は、関西支部会員に加え、外部からの参加者も含
めて合計10名の皆さまにご参加いただきました。昔の同
僚の方や学生の方もお迎えし、実に多彩なバックグラウ
ンドを持つ参加者が集う、いつにも増して広がりのある
English Caféとなりました。
当日は自己紹介からスタートし、その後は30分ごとに
ペアを変えながら、さまざまな話題について英語で会話
を行いました。初参加の方も多く、それぞれの経験や視
点が交わることで、これまでとはまた一味違う新鮮な雰
囲気が生まれました。実践的な英語力を磨くだけでなく、
参加者同士が刺激を受け合える、非常に活発で有意義な
交流の場となりました。

English Café終了後には、有志によるランチ会も開催
されました。参加者全員がそのまま加わり、仕事の話題
からAIの最新動向まで、リラックスした雰囲気の中で
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会話が弾みました。英語での交流をきっかけに、その後
の親睦や学びがさらに深まったことも、今回の大きな魅
力の一つでした。
英語を通じて人とつながり、視野を広げ、学びを深め
る――English Caféの魅力があらためて感じられる、充
実したひとときとなりました。

【3月定例会】
日　時：3月14日（土曜日）15:00～17：00
場　所：グランフロント大阪　ナレッジサロン
1）活動報告
・役員選挙日程の説明
・和歌山産業振興財団案件、本部・理事会報告
・新入会員自己紹介（松延さん、森園さん）

2）講　演： 「AIによるハルシネーション無しのハイエ
ンド・ダビングサービス」

講　師：RIAN（Rikaian Technology Pvt.Ltd.）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Salil Vaidya様　
文字起こし、翻訳、吹替、動画字幕生成の工程に
おいて、ハルシネーション排除と細かいニュアンス
の表現を目指したツールの紹介でした。対応困難な
多言語の展開について、非常にユニークな提案には、
会員からは多くの質問が寄せられ、活発な意見交換
がされました。

中国四国支部
【支部定例会】
日　時：3月1日（日）13:00～15:20
場　所：広島市中区／紙屋町ミーティングポイント
出席者：  リアル参加者3名とZoomによるリモート参加

者1名
議　題：1．2026年度の年間計画について

2． 2025年度の支部予算状況報告と2026年度
の支部計画予算について

3．中国四国支部の今後の取り組みについて
4．各会員の活動報告
5．業務連絡

中国四国地域のJETROおよび各県の関連機関を訪問
し、そこで得られた喫緊の課題について共有した。そ
して、課題解決のために支部として取り組むべきこと
について参加者で議論した。

九州支部
【支部例会】
日　時：3月28日（土曜日）15：00～17：00
場　所： リファレンス博多近代ビル会議室（福岡市）
1）議案審議
・今年度予算執行状況報告
・次年度活動計画および予算案

2）意見交換　
・認定試験受験者UP策

AIBAの活動を知って貰う事が必要。プロモーショ
ンビデオ（例：商社や支援機関役職とAIBA会員の対
談等）を制作してサイトUPする等。

3）会員活動報告　
・ 参加会員の活動について、最近の貿易情報や地域
の状況、取り組み等について自由に報告し合い有
意義な活動報告となった。

4）その他　
・ 今回、関西支部の益倉会員（#567）が個人として
来福され、支部例会へオブザーバー参加された。関
西支部の活動紹介やAIBAへの想い等を用意された
資料を使って報告され、新たな気づきや支部間の連
携、活性化に繋がるヒントを得る有益な報告となっ
た。
・ 例会後、場所を移して懇親会を開催。今年新たに
入会された市山会員（#952）も参加され、各自の
活動やプロフィール等を紹介し合い、和やかで楽し
い懇親会となった。

支部会風景

益倉会員からの報告
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　2026年1月（2025年12月含む）から3月の当協会会
員による貿易アドバイザー活動についての報告（今後
の活動予定も含む）をまとめたリストです。公表を避
けて未報告の活動案件も多数あると推定されますので、
本リストでは活動全般を網羅していないことをあらか
じめお断りします。

伊東　仁一（東京　＃223）
1/21及び1/28の午後
行事名：令和7年度　貿易実務スキルアップ講座
主　催：公益財団法人　東京都中小企業振興公社
担当テーマ： 国際輸送と通関手続き ～フレイト・フォ

ワーダーの役割を踏まえて～
内容概略： 国際輸送や通関において重要な役割を果

たしているフレイト・フォワーダーにつ
いて、その活動を紹介するDVDを投影し
紹介。その上で国際輸送や通関について
概説。

会　場：東京都立産業貿易センター浜松町館

清水　栄治（山口　＃851）
2025/12/6
行事名：しごと発見セミナー
主　催： 下松商工会議所、下松市役所、下松市立末

武中学校、下松市立久保中学校
テーマ： 中学生に地元企業を知ってもらうことで、

将来の職業選択の幅を広げ、下松市産業の
人材確保を目指す

相
談

回
答

談

答

新聞紙は輸出品の緩衝材に使ってはいけない、というのを以前聞いたような覚えがあって、印刷
なしの紙や薄いポリシートをまるめて使っています。
EU、東南アジア諸国向けで注意すべき材料などを教えていただけたら幸いです。

EUについては、「包装・包装廃棄物規則（PPWR：Packing and Packaging Waste Regulation）」が
2025年2月11日施行、2026年8月12日から一部条項が順次義務化されますので、今からですとクッ
ション紙やハニカム紙などほぼ紙系一択です（Amazonやモノタロウで買えます。）
プラ系の場合は、再生プラスチック95%以上か生分解性プラスチックで、その旨の表示があるも
のの使用が必要になります。

PPWRは、緩衝材だけではなく、個品包装・内装材など全ての包装材に適用されます。また、空
間率規制（大きすぎる箱の禁止）も予定されており注意が必要です。

EUは環境規制に敏感です。PPWRのほかに、REACH規制、RoHS指令、WEEE指令、ESPR指令（エ
コデザイン規制）、ELV指令など幅広く制限があります。
新聞紙についてですが、EUではインクが化学物質規制（EUのREACH規制など）に該当する可能
性があるので、使わない方が良いです。
昔は、国によっては新聞記事が政治的なことを含む場合トラブルになることがあるという噂もあ
りましたが、今はもっぱら環境負荷視点になります。
東南アジアむけ緩衝材としては、ポリシートやエアキャップ、エアピローなどのプラ系も大丈夫
ですが、今後の動向を考えると紙系に移行しておいた方が無難でしょう。
東南アジア各国も環境法制の充実に動いています。動向を注視しておく必要があります。

回答者：３名の会員（奥田、村井京太、清田）からの意見を総合し補足したものです。

AIBA-NET上で交わされた貿易実務に関するテーマを
選び、その相談内容と回答者の解答を、紙面の都合も
あり、要点を絞ってご紹介させて頂きます。

輸出品の梱包における緩衝材の規制について
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内容概略： 身近な製品の輸出入に関わる業界の仕組
みについて説明し、あわせて貿易アドバ
イザーがどのように関与しているかにつ
いても解説した。

会　場：下松市立末武中学校

2025/6/4～2026/2/12 （2日間を6回）
行事名：初心者のための貿易実務講座
主　催： 公益財団法人東京都中小企業振興公社
テーマ： 貿易に関する基本的な概念から始め、取引

の流れや重要な手続き、国際規制や通関手
続きなど、貿易実務に必要な知識を体系的
に学ぶ。そして、貿易実務の全体像を理解
することで、実務能力を向上させるための
基礎を築き、やがては企業の貿易実務担当
者として成果を上げるための一歩目となる
ことを目指す。

内容概略： 貿易実務の初級編
会　場：オンライン

黒澤　久司（宮城　＃191）
掲載紙：シルバーネット3月号
発行者：みやぎシルバーネット
タイトル：貿易の経験を未来のために！ 
　　　　　仙台の作家を世界へプッシュ
テーマ：シニア会員として
内容概略：次世代に夢を託して

　2026年1月から3月の間にAIBA－NET（aiba-com@
trade-advisers.com）で交わされた貿易実務に関する情
報、質疑などの主なテーマを抽出しました。

1月
・ タイやベトナムでの下請け製造に関する留意点
・ 銀行間で即時送金できる国際決済網構想と決済手数料
・ 緩衝材に関する環境規制のこと→Ｑ＆Ａ記事
・ 消費税の「免税」「非課税」「不課税」の違いと関税の「免
税」と「無税」
・ 米国デミニミスルール($800）撤廃について

2月
・ 船級について（Lloyd's100A1とDNV100A5）
・ 日経新聞電子版における「貿易アドバイザー協会」ア
ピールについて
・ ウクライナからの入金方法について

・ 原産地証明書記載のHSコードについて
・ 米国OFAC規制について

3月
・ 海外からの前受金に関わる駆引き
・ 国際仲裁の実務について
・ 法人番号とJASTPROコードの関係は？
・ 日本の輸出者が国内企業から支払いを受けられるか
・ フィリピン向けに成型品を輸出する際のCAS番号開示
の必要性について
・ ジェトロの展示会検索サイトJ-Messeが3月末サービス
終了

【免責事項】
本紙で提供している情報はできるだけ正確を期するよ
うに心掛けておりますが、提供した内容に関連して、
ご利用される方が不利益等を被る事態が生じたとして
も、AIBAおよび執筆者は一切の責任を負いかねますの
で、ご了承の上ご利用される方のご判断と責任におい
てご使用ください。また本紙の無断での転載・複製は
禁じます。

〈編集後記〉

☆�AIBAだより120号の発行となりました。記録
にある限り年4回発行されていますので、30年
間続いていることになります。AIBAが有限責
任中間法人から一般社団法人に移行した2009年
ごろのAIBAだよりを見ると、諸先輩の意気込
みが強く感じられます。また「アドバイザーの
活動」欄の記述件数が多いのに驚きました。現
在「アドバイザーの活動」原稿は会員の任意提
出となっています。守秘義務などに問題がない
限りにおいて、もっと多くの投稿をいただきた
いと思います。

☆ 過去のAIBAだよりは、ホームページ（ポータ
ルサイト）のバナーから入ると、2004年6月（第
32号）からご覧になれます。ぜひ一度お立ち寄
りください。

☆ AIBAだよりは会員以外にも配布しています（主
に公的支援機関や自治体など）。ご意見、ご感想、
ご要望などを以下アドレスにいただけると幸い
です。

　　 aiba-dayori-hensyu@trade-advisers.com

（編集担当 K.S.）


